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　接遇という言葉は、おそらく誰もが一度は聞いたことがあると思います。遇という字は、“遇す（もてなす）”と読
みます。遇すとは、思いやりの心をもってお世話をすること。つまり接遇とは、思いやりの心をこめて相手に接する
ことです。では、「おもてなしの心」そして「思いやりの心」とは何でしょうか。
　「相手を思いやる」それは相手の立場に立って、相手の考えや気持ちに思いを寄せること。相手に興味を持ち、
関心を寄せることとも言えます。
　医療接遇とは、目の前にいる患者さんが何を求め、何をしたいと望んでいるのか推察し、患者さんの喜びや不安、
痛みや苦しみを想像して、その気持ちに寄り添い応えるために行動することではないでしょうか。私たち言語聴覚
士も日々その思いを持って、業務にあたっていきたいものです。なかなか簡単ではない難しいことですね・・。
　私たちは、専門性を持って援助する権利を国家資格を持っていることで、許されています。常々考えることは、
資格を与えられて働くことの責任です。
　資格を取得すると、専門職としてのスタート地点に立つことができます。その後は、知識や技能を高め、より専
門職としての力をつけていきます。それと同時にもう一つ忘れてはいけない対人援助職としての技能は、接遇では
ないでしょうか。
　今後、2025年には団塊の世代といわれる方々が75歳以上となり、多くの介護や医療の力を必要とされるときが迫っ
ています。地域包括ケアシステムにより支えるために、私たち言語聴覚士も益々多くの業種や地域の人 と々かかわる
ことが増えていくことでしょう。より接遇力が求められます。
　インターネットで検索してみると「専門バカ」という用語が出てきます。
その意味は、
～ある限られた分野の事柄には精通しているが、それ以外の知識や社会的常識が欠けていること。また、その人～

　よりよい接遇の第一歩は、社会常識を持ち、それぞれの方にあった対応方法を持ち合わせていることではないで
しょうか。そのベースがあってこそ、それぞれの方に寄り添える接遇があるのだと考えます。

事務局 灘吉　享子
接遇の意味を理解する
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　医療法人静光園　白川病院　篠原　精一（筑後ブロック）

柳川リハビリテーション病院　古賀　遼平

講師：石山寿子先生，ゲスト：坂口卓司さん コミュニケーション障害体験の様子

　県士会秋の講演会が12月８日（日）久留米ビジネスプラザに於いて開催されました。参加者は65名、天気にも恵ま
れ、おかげさまで盛況のうちに終えることができました。
 今年は千葉より荒木謙太郎先生を招聘し「言語障害スクリーニングテスト（STAD）の有用性と評価方法」について
講演をお願いしました。今回のテーマを検討するにあたり「新人から臨床経験を積んだSTまでが、同じ視点に立って
考えられる意義深いテーマはなにか？」を考えた際に、臨床の入口として非常に重要であるスクリーニングテストが適
切だと判断しました。荒木謙太郎先生は、臨床2年目より言語障害スクリーニングテストの作成に取り組まれ16年の歳
月をかけ、昨年6月に『言語障害スクリーニングテスト（STAD）』として出版なさいました。まさに今回の講演会の適
任者でした。
　アンケートでは参加者のみなさんよりいろんなご意見をいただく中「わかりやすく臨床の現場でもすぐに活かせそう
です」といった声を多数いただきました。今回の講演会が、臨床における言語障害スクリーニングの一定の指標とし
て、参加していただいた皆様の役に立てばよいなと切に願っております。
　最後になりましたが、参加いただきました皆様、ありがとうございました。スタッフの皆様、お疲れさまでした。

　STADは養成校のスクリーニング教材にも使われ始めており、今回は作成された先生直々のご講演とのことで参加させ
て頂きました。実際に模擬患者と先生との実演を交え、患者さんへの負担を最小限にして、リハビリの展望を掴んでいけ
る、数値化でき、STADスコアで問題の視覚化も可能なスクリーニングであるということが学べ、とても勉強になりました。

社会局長　吉永　明史
　言語聴覚士と言語聴覚障害の啓発を目的として、「言語聴覚フェスタ2019」を9月7日（土）に開催いたしました。福
岡県でのこのイベントも今年で13回目となります。今年は特別イベントとして国際医療福祉大学准教授の石山寿子先
生と、RKB毎日放送で現在もラジオパーソナリティとして活躍されている坂口卓司さんによる市民公開講座「ことばの
リハビリって？石山寿子先生（言語聴覚士）×坂口卓司さん（元患者）～ことばを紡ぐプロに聴く～」を開催しまし
た。参加者からはとても貴重で楽しい講演でしたと好評をいただきました。また、毎年の恒例となっている"摂食嚥
下・認知・聴覚・小児言語・コミュニケーション"に関する５つの体験ブースと相談コーナーでは、子どもから大人まで
425人という多くの方々にご参加いただきました。体験の中では日
常生活で気になっていることや気軽にできる予防法などについて
も質問があり、各コーナー担当の協力員には日ごろの臨床経験を
生かし、柔軟かつ的確な対応をしてもらいました。参加者アン
ケートからは言語聴覚士の認知度が向上していることが伺え、こ
れまでにまいた種が少しずつです実を結んできていることに大き
な喜びを感じております。より身近で、より頼もしい「言語聴覚士」
を目指して、これからも会員の皆様ともに進んでいきたいと思いま
す。ご協力いただいた協力員、企業の方々、ご後援いただいた団
体の皆様に厚くお礼申し上げます。

秋の講演会報告

秋の講演会参加記
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戸畑リハビリテーション病院　中川　英紀
　令和元年9月21日～9月22日の2日間に渡り、JICA東京で行われた「第13回JIMTEF災害医療研修ベーシックコー
ス」に参加させて頂きました。参加者は、リハビリ職を始め、看護師や柔道整復師、臨床心理士等の職種が参加され
ており、総勢116名の研修会でした。研修内容としては、講義もありましたが、グループワークが多く組み込まれてい
ました。
　STとして災害支援で被災地へ行く時期（フェーズ）により、専門職として嚥下評価や口腔ケアなど被災地で活動で
きることもあると思われます。しかし、専門職以外の活動も非常に多くあると考えさせられる研修となりました。被災
者の方々にそれぞれのニーズがあり、専門でなくても対応することが被災地では大切であり、その為には、他職種との
連携しチームとして活動することが重要であると感じました。
　また、避難所運営ゲーム（HUG）を通して、避難所で被災者の収容や、錯綜する情
報をどの様に収集し共有していくのかなどの研修もありました。その中で災害時要配
慮者（CHECTP）の理解や人道危機支援に関する最低基準（スフィア・プロジェク
ト）、心理的応急処置（サイコロジカルファーストエイド）など、災害時に必要な知識を
学ぶ事が出来ました。また、災害支援の大原則は自己完結型であり、平時より家族や
職場の理解を得て、物品の調達や災害に備えて気持ちを切り替える準備が必要であ
ると教わりました。
　今回参加させていただき一番感じたことは、職種の枠を超えて、被災された方に何
が出来るのかを考える機会が多かったことです。まだ災害支援に参加したことはあり
ませんが、今後の支援活動に向け準備を怠らないように行動していきます。

災害対策委員会　委員長　戸畑リハビリテーション病院　中川　英紀
　令和元年10月27日に第１回災害リハビリテーション研修会を開催致しました。研修会の目的は①災害リハビリテー
ションの知識の共有、②災害支援協力への理解促進であり、講師に国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚
学科原田浩美先生をお招きし、『災害リハビリテーションにおける言語聴覚士の役割』をテーマに講義及び演習を
行って頂きました。研修内容は災害リハビリテーションの全体像や言語聴覚士の災害支援活動、平常時の心構え、受
援側の準備についてと幅広い内容の講義をしていただき、とても充実した研修会でした。
　災害支援は専門職としての活動より、被災者の方のニーズに合わせた全人的な
活動の方が重要であることが多く、STの専門職として支援を行うイメージと現実
のギャップがあることを理解しておくことが大切であると再認識しました。しか
し、実際の現場では生活不活発病や深部静脈血栓症の予防より嚥下障害者の
窒息や誤嚥を予防するタイミングの方が早いのではないかとの声が医師より挙
がったとの事であり、STとしての職能をアピールし、スキル向上に努めていく必
要性を感じました。
　演習では受援側の設定にて情報の共有化をグループワークでクロノロジー（記
録）作成し、発災直後の現場の混乱の中において情報収集の困難さと重要さを
感じることが出来ました。
　また、災害支援への協力に対して多くの会員の方に賛同をしていただけまし
た。今後も研修会を開催したいと考えておりますので、ぜひご参加・ご協力をお
願い致します。
　最後になりましたが、ご多忙の折、遠方よりご足労いただいた原田先生に謝意
を申し上げます。

「第13回 JIMTEF災害医療研修ベーシックコース」
を受講して

　
「災害対策委員会の研修会報告」
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　令和元年10月26日～27日に「失語症者向け意思疎通支援者指導者養成研修」（以
下、指導者養成研修）が開催されました。この研修会は平成30年度から開始された
「失語症者向け意思疎通支援者養成事業」における指導者の養成を目的としたもので
す。全国47の都道府県士会から推薦を受けた言語聴覚士2名、合計94名が参加。当会
からは、養成事業を担当している失語症サポート委員会から1名、県士会理事から1名
が参加いたしました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　養成事業におけるカリキュラムは、必修科目40時間と選択科目40時間の合計80時間から成ります。本研修で
は、指導者が講義や実習を行う上での留意点等についての学修にポイントを置き12時間で行われました。カリキュ
ラム作成に関わられた先生方が講師を務められ、限られた時間の中でも的確にポイントを教授して頂きました。ま
た、実習における評価方法について、直接意見交換をすることもできました。何より、養成事業に取り組む他県の
STと情報交換が行えたことは大きな収穫でした。福岡県では平成30年度から養成を開始し、現在2期目に入ってい
ます。まだまだ課題が多い事業ではありますが、今回の研修で得た知識と他県とのネットワークで1つ1つ解決を図
り、失語症の人が暮らしやすい地域作りを一歩でも進められるように努めたいと考えます。
　前日は関東地方を記録的な大雨が襲い、交通機関の乱れなどがありましたが、研修当日には天候も回復し、安心
して受講することができました。このような貴重な機会を与えて下さいました佐藤会長をはじめ県士会の皆様に、
この場をお借りしてお礼申し上げます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　指導者養成研修は、「失語症者向け意思疎通支援者養成事業」（以下、養成事業）における指導者を養成する研
修です。制度の概要に始まりコミュニケーション支援技法や失語症のある人やその家族の思い、困り感等の生の声
まで幅の広い内容を聴講、体験する事が出来ました。
養成事業は、福岡県言語聴覚士会においても失語症サポート委員会のメンバーを中心に平成30年度より開始してい
ます。今年度もすでに意思疎通支援者の養成が始まっています。
　研修内容は毎年、更新されております。受講者に有意義な研修となるよう、今回、受講させて頂いた経験を活か
して行きたいと思います。

　

「令和2年度（第8回）福岡うぐいす基金　失語症者社会参加活動助成金」
申請団体募集に関するお願い

　「福岡うぐいす基金」は、平成10年に開催された「全国失語症友の会　福岡大会」のために集められた資金の残金で運営され
ています。基金の運営委員を組織し、県内の失語症者の友の会活動の発展を目的に助成を行ってきました。
　平成25年度より新たに「福岡うぐいす基金失語症者社会活動助成金」を設定し、地域で暮らす失語症の方々やご家族が安心し
て集える小さな場があちこちに誕生し継続した運営がなされることを願い、助成を行ってきました。この7年間に、計21件の申請
がありました。具体的には、「みんなで行こう会」、「若鷹の会」、「失語症サロン」、「筍の会」、「あすの会」、失語症会話パート
ナー養成「あんど」等ですが、このような基金があることをご存じでない団体もまだ多いようです。ＳＴの皆様からも是非お声か
けをして頂きますようお願いします。年間の助成金上限50,000円、継続申請は3年までです。
　定期的な会の運営の他に、失語症者に関する講演会、集い、イベント等の事業への助成も行っています。
　募集要項および申請書は、福岡県言語聴覚士会ホームページの「メニュー（お知らせ）」から、またはインターネットで「うぐい
す基金」で検索しダウンロードできます。尚、お届け先の宛名を書いた返信用封筒と84円切手を添えて、下記までご請求されて
も結構です。
〒805-0056　北九州市八幡東区帆柱4丁目11－3　田中 愛啓　（締切令和2年2月末日）

医療法人共和会　小倉リハビリテーション病院　金井　孝典

社会福祉法人ラポール　生活介護風の丘　椛　史人

「令和元年度 失語症者向け意思疎通支援者指導者研修会」
参加記

※ 養成事業の経過・課題を第20回日本言語聴覚学会（大分,2019年）にて報告しています。
※ 内容は県士会ＨＰ「失語症者向け意思疎通支援者養成事業」内に掲載しています。
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　2020年度、福岡県で認定言語聴覚士講習会（摂食嚥下障害領域）が開催されます。そこで今回の春の講演会では、生涯学
習プログラムの基礎講座と症例検討会を開催致します。認定言語聴覚士講習会の受講を検討されている方は、ぜひご参加くだ
さい。また症例検討会では軽食を準備します。臨床上の悩みについて、様々な施設のSTと気楽に語り合ってみませんか？
　基礎講座参加希望の方および症例検討会での発表希望は下記のQRコードもしくは県士会のホームページから受付いたしま
す。多くの方の参加をお待ちしております。

　　【日時】2020年3月1日（日）　9時30分～14時
　　【会場】福岡市立 心身障がい福祉センター・あいあいセンター　〒810-0072 福岡県福岡市中央区長浜1丁目2-8

　　【参　加　費】･･･県士会会員：1000円　県外県士会会員：2000円　非会員：5000円
　　※受講講座数に関わらず、参加費は同額となります。症例検討会は無料です。
　　※当日の受付時に県士会会員証の提示がないと「非会員料金」となります。

　　【参加上の注意点】※この研修会は日本言語聴覚士協会生涯学習プログラムポイント取得対象研修会です。
　　　　　　　　　　　基礎講座を受講される方は生涯学習講座受講記録票をご持参ください。日本言語聴覚士協会や　　　
　　　　　　　　　　　福岡県言語聴覚士会への入会がお済でない方は、研修会当日までに入会申請を行ってください。
　　　　　　　　　　※症例検討発表者は、生涯学習基礎プログラム C）症例検討・発表のポイントが付与されます。
　　　　　　　　　　※当日、雪等の災害や交通機関の停止等により中止になる場合は、県士会HPにてご案内します。
　　　　　　　　　　※会場の駐車場は利用できません。お車でお越しの方は、近隣の駐車場をご利用下さい。
　　【申し込み】･････申し込み締め切り：２月１７日（月）

　　URL：https://ssl.form-mailer.jp/fms/05370f2d642195　　　　
　　【問い合わせ先】  介護老人保健施設　Ｍ.Ｔ奈多ケア院　横井　保紀

　　E-mail：keain-rihabiri@souseikai.or.jp
　　当日問い合わせ（事務局）：080-1776-5108

   

地域リハビリテーション活動支援推進のための人材育成事業について
　県士会では、地域ケア会議や介護予防事業に関わるSTを育成するための研修会を平成28年度より開催しています。
｢A.地域包括ケアシステムに関わる研修会｣を受講した後、｢B.地域包括ケア導入研修｣もしくは｢C.介護予防導入研修｣の受
講をして頂いています。｢A・B｣を受講された方に｢地域包括ケア推進コース｣の修了証、｢A・C｣を受講された方に｢介護
予防推進コース｣の修了証が日本言語聴覚士協会から発行されます。「A」のDVD研修は11/17に終了しました。
　また、地域ケア会議や介護予防事業についての情報交換会としてちいサポ(地域リハビリテーションサポート福岡ST)勉
強会も開催します。第2回目となる今年は、地域ケア会議において困っている点を検討し、Q&Aを作成することが目標で
す。初めてケア会議に参加する方が安心して参加でき、経験者も日々の疑問を解決できればと思っています。気兼ねな
く、話し合いましょう。多くの方のご参加をお待ちしています。

【地域ケア会議や介護予防事業に関わるSTを育成するための研修会】
日時：2020年2月2日（日）9:00～16:25
会場：麻生リハビリテーション大学校
内容：「B.地域包括ケア導入研修 」「C.介護予防導入研修」
　　　※今回の受講は｢A.地域包括ケアシステムに関わる研修会｣（DVD研修）を受講した方に限ります
　　　※受講申し込みは、県士会HPより受け付けております

【ちいサポ（地域リハビリテーションサポート福岡ST）勉強会】 
日時：2020年2月29日（土）14:00～16:00 予定
会場：麻生リハビリテーション専門学校
内容：地域ケア会議において、困っていることを検討し、Q&Aを作成

　

QRコード 

いつもと会場が異なります！ ご注意ください。

スケジュール Ａ会場　 Ｂ会場

基礎講座１「臨床業務のあり方、進め方」
横井保紀（介護老人保健施設M.T奈多ケア院）

基礎講座５「協会の役割と機構」
大内田博文（国際医療福祉大学）

９時00分～
９時30分～11時

(90分)

基礎講座前半　受付時間

基礎講座２「臨床のマネージメントと職業倫理」
吉永明史（福岡国際医療福祉大学）

基礎講座３「職種間連携」
大森政美（戸畑共立病院）

11時～11時15分
11時15分～
12時45分(90分)

基礎講座後半　受付時間

症例検討会（2例）　※軽食あり
発表希望者募集！

症例検討会（2例）　※軽食あり
発表希望者募集！

12時45分～13時

13時～14時

休憩・準備

春の講演会のお知らせ
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場所：麻生リハビリテーション大学校
出席：佐藤、佐々木、原田、灘吉、松尾、福島、難波、山田洋、大内田、横井、山口、吉永、
大森、久池井、永松、松井、児玉、冨永、藤川、山田宏、永江、古澤、齋藤、荒木、酒井
欠席：井上、椛
＜報告＞
会員数：670名　（正会員：660名　　賛助会員：10名）
入会：5名　　退会：0名　　変更：6名
＜議題＞
①PT50周年記念式典報告（佐藤）
　9月7日（土）　佐藤出席
②失語症者向け意思疎通支援者養成事業について取材報告（佐藤）
　朝日新聞社より取材依頼あり　掲載時期などは未定
③地域医療介護総合確保基金介護予防指導者研修会について（佐々木）
　次年度について…日程はPT・OTとの調整必要（秋頃を予定）
　　　　　　　　　基礎編3会場、応用編1会場で予定
④失語症者向け意思疎通支援者の派遣に向けた調査について（佐藤）
　派遣実施済みや実施予定の行政にヒアリング
　佐藤が参加予定（広島県へ）
⑤九州大学言語運用総合研究センター STセミナー研修会について（原田）
　日時：2月24日（月）　10：00 ～ 15：00　会場：西新プラザ
　講師：国際医療福祉大学　小渕千絵先生
⑥吃音研修について（原田）
　日時：2月1日（土）　会場：あいあいセンター
　講師：国立障害者リハビリテーションセンター学院　坂田義政先生
⑦災害リハ研修について（社会局）
　10月27日（日）　10：00 ～ 13：00（麻生リハ7F）
　講師：原田　浩美先生
　講師の先生＋アシスタント3名（交通費：協会　弁当代：県士会）
　佐賀・熊本にも周知
⑧言語聴覚フェスタについて（社会局）
　参加者425名　相談件数22件
　次年度は20周年のイベントとあわせて開催予定
⑨春の講演会について（学術局）
　次年度福岡で認定講習会があることを見据えて検討→基礎講座・症例検討会
　3月頃開催予定
⑩基礎講座講師の要件・登録について（学術局）
　講師要件1：経験年数10年以上　2：年会費の未納なし　
　3：専門プログラム修了要件を満たし、県士会の推薦を得れば登録可
　理事の中での該当者を登録する
⑪九州学会進捗状況（学術局）
　大会テーマ「その人らしさとコミュニケーション」
　失語症支援事業、放課後デイ、聴覚分野について
⑫全国研修会について（学術局）
　11月24日（日）　
　スタッフ7名程度で検討→協力員で対応（10名までは￥2,000の費用出る）
⑬次年度認定言語聴覚士講習会について（学術局）
　2020年11月29日予定
　摂食嚥下分野
　県内の認定ST協力依頼する（2 ～ 3名程度）
⑭秋の講演会進捗状況（職能局）
　筑後ブロック　深水STより報告
　12月8日（日）開催　会場：久留米ビジネスプラザ　会場費　¥30,000
　当日の問い合わせ先→県士会の携帯を使用
　災害時などの対応→マニュアルを確認
⑮小児サポート研修会について（職能局）
　1月26日（日）　10：00 ～ 15：00
　放課後デイや事業所のSTからの報告など
⑯三士会合同研修会について（地域包括ケア推進局）
　講師決定
⑰地域包括ケア・介護予防養成講座について（地域包括ケア推進局）

　A研修（DVD研修）11月頃開催　　B・C研修　2月頃開催
⑱第9回杉浦地区医療振興賞候補について（事務局）
　杉浦記念財団より推薦の依頼あり
　地域医療に貢献している人を推薦
⑲九州学会長崎大会について（事務局）
　県士会推薦の演題提出
　成人2例：柳川・たたらリハに打診　　小児1例：検討中
⑳直方市　先進地視察への派遣について（事務局）
　三重県桑名市に地域ケア会議の視察
　藤川を派遣
㉑レク保険加入について（事務局）
　県士会に関連する内容はすべて保障される（研修会・イベント・理事会など）
　主催が違うものは別となる（歯科医師会のイベントへの参加など）
　数万円程度

場所：麻生リハビリテーション大学校
出席：佐藤、灘吉、松尾、福島、難波、井上、山田洋、大内田、横井、吉永、大森、久
池井、永松、松井、児玉、冨永、山田宏、永江、古澤、
欠席：佐々木、原田、山口、椛、藤川、齋藤、荒木、酒井
＜報告＞
会員数：672名　（正会員：661名　　賛助会員：11名）
＜議題＞
①被災地県の災害対応について（佐藤）
　県士会として活動する際には理事に依頼
　災害前の準備など災害対策委員会で対応を検討
②都道府県士会会長会議について（佐藤）
　11月2日　佐藤出席
③代議員選挙立候補者推薦について（佐藤）
　今年度…原田・占部・吉永・浅田
　次年度…理事2名（原田・大内田）、理事以外1名（西ブロック：北原ST）に打診
　　　　　5月頃に代表者会議あり
④HPレイアウトについて（古澤）
　速報は2週間掲載（研修会・求人・ニューズレターなど）
　県士会主催についてはわかりやすく明記
　カレンダーの掲載などを検討
⑤医療政策懇話会について（佐藤）
　自見はな子氏医療政策懇話会
　佐藤・灘吉が出席
⑥基礎講座講師登録について（学術局）
　6名登録予定だが、内3名は専門講座の修了申請待ち
　春の講演会　講師4名
⑦全国研修会について（学術局）
　現在の申し込み70名程度
⑧春の講演会について（学術局）
　3月1日（日）開催
　基礎講座4講座と症例検討4例を2会場で実施
　症例検討は軽食を出す
⑨九州学会について（大内田）
　テーマ「一人ひとりのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを支える」
　各役割の責任者を決定
　準備委員会1月より毎月開催
⑩ブロック報告会について（職能局）
　1月11日（土）　13：00
　活動内容・活動予定、連絡方法について、メールの利用状況について
⑪ニューズレター 12月号について（広報局）
　第1回〆切　11月8日
⑫今後の研修会開催について（地域包括ケア局）
　人材育成DVD研修（A）　11月17日（日）
　訪問リハ実務者研修　12月14 ～ 15日
　地域ケア会議情報交換会　2月29日

場所：麻生リハビリテーション大学校
出席：佐藤、佐々木、原田、灘吉、松尾、福島、難波、井上、山田洋、大内田、横井、
椛、大森、久池井、永松、松井、冨永、藤川、山田宏、永江、古澤、齋藤、荒木、酒井
欠席：山口、吉永、児玉
＜報告＞

会員数：673名　（正会員：662名　　賛助会員：11名）
入会：1名　　退会：0名　　変更：7名
＜議題＞
①会長会議報告（佐藤）
　11月2日（土）　佐藤出席
　ST協会20周年記念式典（2021年3月）
　協会会員と県士会会員の一致化→定款に追記
　災害対策マニュアル作成
　福岡…全国研修会（2020年11月29日）
認定ST講習会（2020年9月、10月、12月）
②令和2年度失語症者向け支援者養成指導者研修会について（佐藤）
　今年度　椛・金井が参加
　次年度　2名参加予定（2020年10月24－25日）
③病院協会令和元年度リハビリテーション研修会（佐藤）
　3月26日（木）　19：00 ～ 20：30
　診療報酬改定について
　講師　梅津先生（小倉リハビリテーション病院）
④代議員選挙について（佐藤）
　協会HPから投票（12月4日～ 10日）
　福岡から原田・大内田が立候補
⑤シーズニーズマッチング担当者について（佐藤）
　2020年1月14日　佐藤・原田　　 15日　大森・佐々木
　失語症の方が参加される場合は、支援者が同行
⑥新聞広告掲載依頼について（佐々木）
　西日本新聞より依頼
　今年度の予算としては￥30,000のみ
⑦九州大学言語運用研STセミナーについて（原田）
　2月24日（月・祝）　10：00 ～ 15：00（九大西新プラザ）
　講師：小渕千絵先生
　テーマ：聞こえているのに聞き取れない　APDの支援
⑧九州学会進捗状況（学術局）
　協賛や趣意書について検討
　大会LINEアカウント作成
　LINE WORKS活用していく
⑨総会時講演会について（学術局）
　呼吸器リハについて
　聴覚障害について
　対人マナー、コミュニケーションについて
　就労支援について
　来月にはテーマ決定する
　総会候補日…5月17日
⑩地域医療総合確保基金研修会進捗状況（地域包括ケア推進局）
　基礎編3会場　応用編1会場
　会場・テーマ・講師について検討中
⑪三士会訪問リハ実務者研修会進捗状況（地域包括ケア推進局）
　12月14－15日開催
　ST申し込み現時点で12名
　講師1名の資料がまだ届いていない（連絡ミスあり）
⑫桑名市視察報告（地域包括ケア推進局）
　直方市からの依頼で三重県桑名市へ視察（藤川）
⑬日本在宅医療連合学会地域フォーラムin福岡について（地域包括ケア推進局）
　歯科医の講義の部分にSTも関わっていく形になるか現在検討中
⑭10－11月問い合わせ（事務局）
　読話について
　STが在籍するデイサービスについて
　小児の受診について
　会員証について
⑮九州学会長崎大会について（佐藤）
　次年度の福岡大会PR
　県からの推薦　成人2名、小児1名決定
⑯ブロック活動報告会について（職能局）
　各ブロックにアンケート送付
　12月21日理事会で集約分を確認する
　交通費は各ブロック2名分まで支給
⑰秋の講演会について（職能局）
　現在申し込み66名
　予算最終調整中
⑱春の講演会について（学術局）
　3月1日　AM基礎講座4講座
　　　　  PM症例検討
⑲監事より
　県士会主催研修やイベントと同日のものについて、HP掲載などどうするか
　→県士会主催が中心となる
　　掲載開始を遅らせるなどの対応していく

2019年9月28日（土）第5回理事会

2019年10月27日（土）第6回理事会

2019年11月30日（土）第7回理事会

事務局よりお願い
①会費の振り込みの際は、必ず会員番号を記入して下さい。
　尚、会費納入につきましては、なるべく自動引き落としに
　していただくようお願い致します。
　｢自動払込利用申込書｣にご記入捺印の上、事務局に提出
　してください。
　※振替受領書や領収書は1年間大切に保管されますよう　
　　お願い致します。
○お問い合わせ先（事務局）
　灘吉　享子（麻生リハビリテーション大学校）
　（携帯）　080‐1776‐5108　（FAX）　092‐436-6612

③会員証をご確認下さい。

②改姓や住所変更、郵便送付先（勤務先・自宅）変更等があった
　場合は、速やかに変更届を下記に提出を御願い致します。
　届出用紙は県士会ホームページからもダウンロードできます。

　★研修会等の受付の際、会員証の提示がない場合、非会員料金になります。
　★会員証は、今年度分まで会費納入済の方にお配りしています。
　★本年度の会員証をお持ちでない方はメールかFAXでお問い合わせ下さい。

○会員情報担当：麻生リハビリテーション大学校  福島 志津
　（TEL）　092-436-6656　（FAX）　092-436-6612
　（E-Mail）　ｓ-fukush@asojuku.ac.jp

メール
Ｆ　Ａ　Ｘ

fukuoka_st_730@yahoo.co.jp
092-436-6612

【ゆうちょ銀行からのお振込み】
　振 込 先：郵便局
　記　　号：１７４１０
　番　　号：８１２７１８３１

【ゆうちょ銀行以外からのお振込み】
　銀 行 名：ゆうちょ銀行
　金融機関コード：９９００
　店　　番：７４８
　預金種目：普通
　店　　名：七四八（ナナヨンハチ）
　普通口座：８１２７１８３
　口座名義：シャ）フクオカケンゲンゴチョウカクシカイ　

20××


